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未来を生きる子どもたちに必要な力とは？ 

新しい時代を生き抜く“非認知能力”未来のひとづくりシンポジウム開催 

 菅公学生服株式会社（本社:岡山市北区駅元町 社長:尾﨑 茂)の事業運営法人の一般社団法人カンコー教育ソ
リューション研究協議会（本部：東京都渋谷区 代表理事：尾﨑 茂）は、2019年2月9日（土）、「新しい時代を生き
抜く“非認知能力”未来のひとづくりシンポジウム」を御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンターで開催いたします。 
  
 菅公学生服は、制服・体育着といった商品の提供にとどまらず、未来を担う子どもたちの“生きる力”を育成する
学校教育のサポート事業を本格化するために2016年に一般社団法人カンコー教育ソリューション研究協議会を
設立し、学校現場における教育課題の調査・研究や、キャリア教育コンテンツの開発などを進めてまいりました。 
  
 この度のシンポジウムも、子どもたちの夢と学びを支援する教育の普及・啓発活動の一環です。社会や産業構
造の変化が進む中、これからの未来に向けて、子どもたちが自立し主体的に人生を切り拓いていくために必要と
なる資質・能力として“非認知能力”が重要視され、新学習指導要領においても“生きる力”という表現で資質・能
力の向上が求められています。この非認知能力とはどんなものなのか？またどう育めばよいかを経済学・教育学
・経営の視点から解説するとともに、大人である私たちがすべきことは何か？何ができるか？を皆様と共に検討
していければと考えております。   
 つきましては、諸事ご多忙と存じますが、是非ともご取材いただきますようご案内します。取材していただける場
合は、申込みをお願いします。 

記 
 

・名称 新しい時代を生き抜く“非認知能力”未来のひとづくりシンポジウム 
 
・開催日時 2019年2月9日 13：00～16：00 
 
・開催場所 御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター ソラシティホールＷＥＳＴ （東京都千代田区神田駿河台 4-6） 
 
・参加費 無料 
 
・パネリスト 大竹 文雄  大阪大学大学院経済学研究科 教授 
 中山 芳一  岡山大学教育方法学 准教授 
 白上 昌子  特定非営利活動法人アスクネット 代表理事 
 尾﨑 茂    菅公学生服株式会社 代表取締役社長 
         （一般社団法人 カンコー教育ソリューション研究協議会 代表理事） 
 
・ファシリテーター 生重 幸恵  一般社団法人キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会 理事 

          第9期 中央教育審議会委員 

 

・内容 第1部 トークセッション：非認知能力の重要性 
 第2部 パネルディスカッション：今、大人たちができること 
 第3部 コンテンツ紹介：非認知能力を高めるためには 

 

・主催 一般社団法人 カンコー教育ソリューション研究協議会 
 
・後援 一般社団法人キャリア教育コーディネーターネットワーク協議会 

 特定非営利活動法人アスクネット   

            東京書籍株式会社 

News Release 

 

未来を担うこどもたちの“生きる力”を育成する学校教育のサポート事業を本格化するために2016年8月25日

、事業運営法人として「一般社団法人カンコー教育ソリューション研究協議会（以下、「カンコー教育ソリューシ

ョン研究協議会」）」（本社：東京都渋谷区 代表理事：尾﨑 茂）を設立しました。 

 

近年の教育現場では“生きる力”を育むための教育のあり方が議論され、様々な教育課題に対し企業へのサ

ポートニーズも年々高まってきています。 

 
このような教育現場に対し、弊社も“子どもたちの夢と学びを応援”することを企業ミッションとして「カンコードリ
ームプロジェクト」や「カンコーマナビプロジェクト」を通し、多くの教育現場に様々な活動を提供してきました。
今後はさらに活動を発展させ、“子どものみらいのために、学びのいまを考える”キャリア教育を柱とした“教育
ソリューション事業”として本格化させることとしました。多種多様な教育課題に対して教育有識者をはじめ、こ
の活動に賛同いただく企業とともに解決策を提案してまいります。 
 
私たちは、学校や子どもたちとこれまで以上に深く関わりを持ち、これからの社会に必要な人づくりに貢献して
いく所存です。 

 

記 

ひとづくり事業を本格的に展開するにあたって、一般社団法人を作りました。カンコーの中の組織ではない。制服
はソーシャル事業だといっている。ソーシャル事業ゆえにキャり今日重要。事業展開するにあたってのソーシャル
性の高い社団。株式だと営利目的だと思われるから。本業とは線引いている。一線を画して本格的事業参画する
ためにだった教育行政とかのお付き合いする以上、営利団体ではなかなか難しいのが理由の一つ。内田洋行、社
団の名前になてないから来てくれないよと。 
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                   TEL：086-898-2520 FAX：086-898-2511 E-mail：miki.tanioka@kanko-gakuseifuku.co.jp  
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ご来場の場合、2月6日（水）までに、下記フォーム（FAX返信）あるいはお電話にてご連絡をくださいますよう
お願い申し上げます。 
 

菅公学生服株式会社 
カンコーブランディング室 谷岡・柄川（からかわ）宛      ＴＥＬ：086-898-2520 ＦＡＸ：086-898-2511 

御社名 

ご担当者様名                           様  

ご来場人数 

ご連絡先 

メモ 

・当日メディアが来ることになれば席準備してほしい 

・メディアに渡す用のまとめ資料必要 

・終了後報告リリースを行う予定（メディアがいっぱい来てくれたら必要ないけども） 
 

 

当日聞かれるかもしれない 

 

・今回のパネリストはどういうメンバー？ 

・社団は教育有識者とかと一緒に課題にむきあっているはずだか、どういうメンバーがいる？カンコー以外の企業とかもい
る？ 

 

チラシに入っているくらいのトークセッションの中身とか伝える？当日来てくれたら渡すくらい？ 

 

主語がカンコー学生服でいいのか？別の形で発信したい？ 

そしたらなぜ学生服メーカーが？みたいなの 

 

報告リリースする？ 

内容の紹介と、プログラムの紹介もできる。 

 

カンコーと社団の関係 

社団にはどういうメンバーがいて具体的な活動実態は？ 

今回のパネリストとかもメンバー？ 

 

メディアが来るとなったら別の席とかある？ 

ここへの申し込みだけでOK? 

 

ひとづくり事業を本格的に展開するにあたって、一般社団法人を作りました。カンコーの中の組織ではない。制服はソーシャル
事業だといっている。ソーシャル事業ゆえにキャり今日重要。事業展開するにあたってのソーシャル性の高い社団。株式だと営
利目的だと思われるから。本業とは線引いている。一線を画して本格的事業参画するためにだった教育行政とかのお付き合
いする以上、営利団体ではなかなか難しいのが理由の一つ。内田洋行、社団の名前になてないから来てくれないよと。 

 

 

製作物 

ソーシャルメディアガイドライン（コカコーラ） 
 

企業価値を上げていく 

 

制服につなｇる（結果としてはある） 
マーケットが健康な状態であること 病人に商売しても無理、げんきにあったら結果制服もついてくる 

だからソーシャルビジネス 

 

 

 

 

 

 

 

 

・パネリスト紹介 

大竹 文雄（おおたけ ふみお） 
大阪大学大学院経済学研究科 教授 
 
専門は労働経済学・行動経済学であり、
現在は大阪大学大学院経済学研究科
教授である。過去には大阪大学理事、副
学長、また内閣府や経済産業省、文部
科学省の研究委員も歴任されており、
様々な視点から経済を読み解く、メディ
アや新聞・雑誌などで書評やコラムを掲
載。NHK「クローズアップ現代＋」、Eテレ
「オイコノミア」などTV番組にも出演され、
経済学をわかりやすく紹介している。 

中山 芳一（なかやま よしかず） 
岡山大学教育方法学 准教授 
 
大学生のためのキャリア教育に取り組む
とともに、幼児から小中学生、高校生たち
まで、各世代の子どもたちが非認知能力
やメタ認知能力を向上できるように注力し
ている。 
さらに、社会人を対象としたリカレント教育、
全国各地の産学官民の諸機関と協働した
教育プログラム開発にも多数関与。9年間
没頭した学童保育現場での実践経験から、
「実践ありきの研究」をモットーにしている。 

生重 幸恵（いくしげ ゆきえ） 
一般社団法人キャリア教育コーディ
ネーターネットワーク協議会 理事 
 
PTA会長時代から東京都杉並区を中
心に学校支援を積極的に行い、現在
は中央教育審議会委員を務める。 
（一社）カンコー教育ソリューション研
究協議会の理事として、全国の学校
教育現場でキャリア教育の実践サ
ポートや先生方に向けた講演活動な
どに従事。 

白上 昌子（しらかみ まさこ） 
特定非営利活動法人アスクネット 
代表理事 
 
2006年よりNPO法人アスクネットに参画。
教育CSR担当として、アイシン精機、大塚
製薬、トヨタ自動車、豊田自動織機等の子
ども向け教育プログラムコンテンツの開発
等に携わる。2009年より代表理事に就任。
学校と地域をつなぐコーディネーターとし
て小学生から大学生までのキャリア教育
を推進。また、生活困窮家庭などの子ども
の学習支援教育等を行う。 

尾﨑 茂（おざき しげる） 
菅公学生服株式会社  
代表取締役社長 
 
2016年に（一社）カンコー教育ソリュー
ション研究協議会を設立。 
「子どもたちの夢と学び」を応援する企業
として、日本の将来を担う子どもたちにい
ま何を学ばせるべきか。長年にわたる学
校とのお付き合いの中で、目の当たりに
してきた教育現場の持つ課題をどのよう
に解決すべきか。教育有識者や協賛企
業の方々、皆さま方とチームとなって「子
どもの未来、学びのいま」を考え、実践。 


